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は　じ　あ　に
　この論文はジョイスの「ユリシーズ」の研究ならびに翻訳の副産物である。
したがって「ユリシーズ』への言及はかなりあり，また本文での引用には詳細
な注がつけられている。だが反面，これが「ユリシーズ』に始まり「ユリシー
ズ』に終るものでないことも明らかである。なぜなら，アイルランド文芸復興
運動の興味ある一一tw面を呈示しているからである。
　これから考察するエイ・イーを中心とした神秘主義的な運動は，いまでこそ
まったく忘れ去られてしまったが，当時においては文芸復興運動のひとつの要
を成していたものである。例えばボイドはこの運動に，アイルランド文芸復興
運動の父といわれるスタンディッシュ・オウグレイディにも匹敵するほどの価
値を認め，・文芸復興運動を完全に理解するためにはそのいずれの存在も無視す
るわけにはいかないと断言している。いまから考えるとこの評価は過大といわ
ざるをえないのであるが，それにしても当時この運動がいかに文壇を席巻し，
注目を集めていたか，それを物語るひとつの証拠にはなろう。
　あとからも触れるように，エイ・イーのアイルランド文芸復興運動にはたし
た役割というものは，その作品の価値よりも，むしろ人間的な魅力と文壇の大
御所としての影響力にあるのであって，当時彼の世話にならない文学者や芸術
家は皆無といっても過言ではないのである。ただそれが文学史上の表面に現わ
れるものでないだけに，時がたつにつれて忘れ去られ，記録にも，付随的にま
た断片的に影を落すに留まるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　－78－’
　’この論文を書くにあたっては最大限の努力は払らったつもりである。だが，
なにしろ灰と化した手紙を読むようなもので，資料の不足は覆いがたい。桝え
ば，ジョン。エグリントンのAMemoir（of　G．1眉．　Russe〃（1937；1943）やキ
ャサリン・タイナンのTωθ〃砂城”θYears（1913）など，手元にあればどれほ
ど役に立ったか想像にかたくないが，ついに入手できぬままに現在に至った。
将来もし・これらの資料を参考にする機会に恵まれるならば，その暁には補筆し
てより充実したものに仕上げたいと思っている。だが所詮これが副産物である
ことを考えると，それなりのつつましさを持っていてもらいたいとも思うし，
またそれだからこそ存在理由があるといえるのかも知れない。なお，ボイドの
Ireland’s　Literary　Renaiss’≠獅モ?@tとThom’s　Q／ificial　Directory　一は村山英太郎
氏から拝借した。ここにそのご厚意に対しびと・こと謝意を申し述べさしていた
だく。
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　ジェームズ・ジョイス（James　Joyce，1882－1941）のUの第9挿話は，プラ
トン的な立場に立っエイ・イー（A．E．，　pseudonym　of　George　William　Russell，
1867－1935）やジョン・エグリントン（John　Eglinton，　pseudonym　of　William
KirkpatriCk　Magee，1868－1961）①　といったいわゆるアイルランド文芸復興運
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やいば動の中心的な文人たちを相手に，アリストテレス的な「鋭利な定義の刃」
（“dagger　definitions’”（2））、をふるいながら，スティーヴンが展開するシェイク
スピア論が中心的な主題をなしている。スティーヴンはこの論述においておの
れをシェイクスピアになぞらえ，自分自身の芸術家としてのあり方を考察す
る。つまり，彼が「ハムレット』をシェイクスピアの自伝的な作品と考えるの
と同様に，それ自体が彼自身の自伝的な告白となっているのである。それはと
にかく，スティーヴンはこのシェイクスピア論を自分の文壇に対する試金石と
考え，シェイクスピアの作品はもちろんのこと，彼をはじめ同時代人のいろい
ろな逸話を巧みに暖用しながら相手の注意を惹きつけ，・自分の文壇への売り込
みを画策する。ところが，これからいよいよ核心に触れるというときになっ
て，はやくもエイ・イーが退席しようとする。エイ・イーは午后の休憩時間が
切れlcので，いつものように事務所へ帰ろうとする（3）のだが，1出鼻をくじかれ
たスティーヴンにしてみれば，これは意識的な行動としか考えられない。彼の
エイ・イーを見る眼が皮肉たっぷりなのもきわめて当然なことといわなければ
ならない。
　At．興ll　figure　in　bearded（4）homespun　rose　from　shadow　and　unveiled（5）
its　cooperative　watch（6）．
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　　　．JamafraidIalndueatthe　Ho〃les吻ゴ（7）l　Whither　awayP（8）Ex．
ploitable　ground（9）．
　　　Are　you　going，　John　Eglinton’s　active　eyebrows　asked．　Shall　we　see
you　at　Moore’s（10）tonight　P　Piper（11）is　coming。
　　　Piper！Mr　Best（12）piped．　Is　Piper　back　P
Peter　Piper　pecked　a　peck　of　pick　of　peck　of　pickled　pepPer（13）．
　　　Idon’t　know　if　I　can．　Thursday．　We　have　our　meeting．　If　I　can
get　away　in　time．　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔U∠pp480／1＄9／245／191〕
　ひげ　「
（髪みたいに毛羽立ったホームスパンを着た丈の高い姿が，うすくらがりから
立ちあがって，おもむろにポケットから協同組合用の懐中時計を取り．出した。
　　　　どうやら『ホウムステッド』社へ行く時間のようです。
　　「いずこへ行くや？」　利得の場所へ，か。　　　　　J
　　　　もうお帰り？　とジョン・エグリントンは眉をぴくぴく動かしながらた
ずね、た。今晩みアの家．へきてくれるだろうね？　パイパがくるよ。　　・’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パィブ　　　パイパ！　とミスタ・ベストは笛のような．声でいった。パイパは帰って
きたんですか？’　．　　　　　、
　ピータ・パイパがパイのパイン飲んでパインのパ．イ食べた。
　　　　ざあ行けるかどうか。木曜日だね。今日は私の方にも会合があるんだ
よ。時間に間に合うように席をはずせたらね。（！4））
　スティーヴンは，・木曜の夜には自分の方にも会合があるというエイ・イー：の
言葉から，つぎのような連想を展開する。
　Yogibogeybox　in　Dawson　chambers．　Is　is　Unveiled（15）．　Their　Pali（16）book
we　tried　to　pawn．　Crosslegged　under　an　umbrel　umbershoot　he　thrones　an
Aztec（17）logos（18），　functioning　on　astral　levels，　their　oversoul，　mahamahatma．
The　faithful　hermetists　await　the　light，　ripe　for　chelaship（19），　ringroundabout
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him．　Louis　H．　Victory（20）．　T．　Caulfield　Irwin（21）．　Lotus　ladies　tend　them
i’the　eyes（22），　their　pineal　glan（is（23）aglow．　Filled　with　his　god　he　throne9，
Buddha　under　plantain．　Gulfer　6f　soiils，　engulfer（24）．　Hesouls，　shesouls，
shoals　of　souls（25）．　Engulfed　with　wailing　creecries，　whirled，　whirling，　they
bewail．　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　’
　　　動qu　in　tessential　triv　iality
　　　For　years　in　this　fleshcase　a　shesoul　dwelt（26）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔u／pp．180／189／245／191－2〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　が（ドースン貸事務所の心霊術にとりつかれた鍮伽行者たちの集会所。　『ヴェー
ルをぬいだイシス神』。あの連中のパーリ語の本を俺たちは質にいれようとし
たことがあった。星界の勇者，アズテック族のロゴスなる彼は，傘のように枝
を張った樹の下に島産をかいて鎮座したもう，彼らの大霊，美1＼最る夫如暑。
三帰戒の域に達した信心深い秘教徒たちがぐるりとそのまわりをとりまいて坐
り，光明を待ちのぞんでいる。ルイス・H・ヴィクトリ。T・コールフィール
ド・アーウィン。蓮華婦人部の女たちがふたりの「目色をうかがいながら」お
告げを待っている，ふたりの脳底の松果腺はきらめく。成仏得脱して彼は玉座
についている，芭蕉樹のもとなる仏陀。魂を籠絡する者，籠絡者。雄魂，雌魂
魂の群。それらの魂が悲痛な叫びをあげつつ霊術の渦の中に呑みこまれ，ひき
廻され，旋回じつつ泣き声をあげる。
世にもはかなく幾年月か
肉体の濫に雌魂は宿りぬ
　では，‘‘yogibogeybox　in　Daw§on　chambers”とはいったいなんのことなの
だろうか。ぼくたちはまずジョイスの伝記に関しては最高の権威者であるエル
マンの著書からその手がかりを得ることができる。
Another　curious　episode　probably　occurred　also　during　Joyce’s　early　days
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at　the　tower（27）．　He　and」Gogarty　made　an’inVestigatory　raid　upon，　the
rooms　of　the　Herlnetic　Society，　a　group　of　middle－class　mystics，1ed　by　George
Russell，　who　met　in　Dawson　chambers．　The　lnembers　had　not　yet　arrived
for　their　meeting，　so　the　two　men　surveyed　the‘yogibogeybox，’with　its
occult　reference　books　such　as　Madame　Blavatsky’s　Isis　Unveiled，　and　the
bench　where　Russell　throned，‘丘】led　with　his　god，’‘the　faithful　hermetists
＿ringroundabout　him．’@In　a　corner　was　a　suitcase　belonging　to　George
Roberts（28），　who　combined　wandering　in　the　astral　envelope　with　traveling
for　ladies’underwear．　Gogarty　took　a　pair　of　wonlen’s　drawers　from　the
suitcase，　strung　them　up，　placed　a　broomstick　in　the　middle，　and　attached
anote　signed　John　Eglinton，　qt　that　time．an　ostentatious　celibate，　with
the　rubric，‘Inever　did　it．’Then　he　and　Joyce　departed．　Russell　assumed
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しthat　Joyce　alone　was　responsible　for　this‘obscene　image，’but　soon　tolerantly
overcame　his　annoyance．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔JJ．PP・179－80〕
この話はジョイスのすぐ下の弟スタニスロース・ジョイス（Stanislaus　Joyce，
1884－1955）の回顧録BKを主体として（29），．．それにゴウガティのM．BSと
ITTY〔WDには後者が転載されている〕の記述（30）を加味したものである。だ
が，スタニスロースもゴウガティもUとの関連についてはなにも触れておら
ず，“yogibogeybox　in　Dawson　chambers”がエイ・イーの主宰する　The
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
Hermetic　Societyのことだということはエルマンによって明らかにされたので
ある。ではなぜこの秘教学会をスティーヴンは“yogibogeybox”などと呼ぶ
のであろうか。この問いに答えるためには，まずぼくたちはこの語が合成語で
、あることに注意しなければtsらない。
　　“yogibogeybox”は“yogi・”，“bogey”，“box”の．三語から合成されてい
る。そして“yogi”とは喩伽，つまりヨガ（yoga）の行者のことであり，ま
た“bogey”とは幽霊，妖怪の意で，つまりは心霊術による出現霊ないしは心
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霊のことをさしている。最後に“box”であるが，これは普通の用法ではない。
さいわいなことにスタニスn　一一スがつけていた1904年9月14日の日記に，ゴウ
ガティが好んで用いていた隠語としてこの語が挙げられている。彼はそれを公
共の建物，あるいはある団体がなんらかの目的で集会を開くその会場の意味に
用い，例えばいま問題になっているエイ・イーの秘教学会を“ghost－box”，
教会を“God・box”と呼んだとある（31）。ぼくたちはこのことから，ここの“box”
がゴウガティが用いたとおなじ意味で使われており，また“yogibogeybox”
が，けっきょくはエイ・イーの秘教学会を椰楡するためのジョイス式造語であ
ることを知るのである。
　ではつぎに秘教学会が開かれる“Dawson　chambers”とはいかなる部屋を
いうのであろうか。さすがのエルマンもこの点についてはなんら明確な解答は
与えていない。ゴウガティも秘教学会が開かれる建物のことについては言及し
ているが，それと“Dawson　chambers”との関係についてはなにも触れてい
ないのである。そこで最後の手段としてT4に当ってみることにする。する
と，ドースン街の12番地のところに，まず“The　Edison＆Swan　United
Electric　Light　Company（Ltd．）”と記載され，つぎに“DAWSON　CHAM8ERS”
とあって，その下の事務弁護士だの建築技師だのの名前に続いて，“Hermetic
Sociely－sec．　H．　Norman，　esq．（32）”と“Roberts，　G・T・agent（33）”とが上下
にならんで記載されている。このトムの記述の仕方から推察すると，どうやら
“Dawson　chqmbers”ξいうのは貸事務所の総称であるらしく，しかもこの律
物の一郭〔ダブリンではジョージ王朝風の建築様式にしたがって，街路の両側
にそれぞれ画一的なひと続きの建物が立ち並んでいる〕は，一階全体を少くと
も今世紀はじめの10年間は上記の会社が占有し，二階より上が貸事務所として
細分されていたようである。そういえばダブリZには“＿Chambers”と呼ば
れるところはままあり，ちょっとトムに当っただけでも，College　St．のSt．
AndreVi’s　Chambers，　Dame　St．の　City　Chambers，　D’Olier　St．のD’01ier
9耳amperS，　Eustace　St・の．　Tgmple　Chambersなどなど1，ほかにいくらでも挙
げられる。これらはみな貸事務所の総称であるらしく，最後のTemple　Cham－
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bersなどはDawSon　Chambersと同．lに二階から上の貸事務所を総称してそ
フっいっているようである。またぼくたちのこの推定がかならずしも誤りでない
ことは，エイ・イーの秘教学会｝とついて述べているムアの興味ある報告によっ
て確認される。すなわち，その報告とはつぎのようなものである。
Th・night　w・・Th・・sd・y，　and・v・・y　Th・曲y・ight，・fter丘・i・hi。g　th。
1ast　pages　of　The　Homestead，　he［i．　e．　A．耳．］goes　to　the　Hermetic’r ciety
to　teach　till　eleven　o，clock．　But　the　rooms’翌?窒?@not knoWn　to　me，　and　I
must　have　met　a　member　of　the　Society　who　directed　me　to　the　house　in
Dawson　Street，　a　great　decaying　building　let　out　in　rooms，　traversed　by
dusty　passages，　intersected　by　innumerable　staircases；and　through　this
great　ramshackle　I　wandered，　losing　myself　again　and　again．　The　doors
were　numbered，　but　the　number　I　sought　seemed　undiscoverable．　At　last，
at　the　end　of　a　short，　dusty　corridor，　I　found　the　number　I　was　seeking，
and　on　opening　the　door　caught　sight　of　AE　among　his　disciples．　He　was
sitting　at　a　bare　table，　teaching，　and　his　disciples　sat　on　chairs，　circlewise，
1istening．　There　was　a　lamp　on　the　table，　ahd　it　lit　up　his　ardent，　earnest
face，　and　some　of　the　faces　of　the　men　and　women，　other6　were．撃盾唐煤@in
shadows．、He　bade　me　welcome，　and　continued　to　teach　as　if　I．　had　n6t
been　there．　He　even　appealed　to　me　on　one　occasion，　but　the　suもject　was
foreign　to　me＿It　seemed　as　if　the　disciples　would幽獅?魔?秩@leave。　The　last
・t・ag91ers　clung”・b・ut　him，・nd　I　w・nd・・ed　why　h・did・・t　send　th・血
away；but　AE　never　tries毛o　rid　himself　of　anybody，　not　even　the血ost
lmportunate．　At　last　the　door　closed．．．
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　　こめムアの証言によって．，・まずはぼくたちの推定の正しさが裏打ちされたこ
とになるが，そのほかにもこの印象記にほいろいろ興味ある問題が呈示されそ
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いる。まず第一に，　・Uでエイ・イーが木曜の夜に出席しなければならない会合
の性格スティーヴンがエイ・－4　一一の言葉から秘教学会のことを連想した理由。
さらに，Uのスティーヴンが画く秘教学会の模様は多分に誇張され，どうやら
実状を画いだものではないらしいcということ。最後に，Dawson　Chambersの
各室には番号がつけられているということ，これらの点がムアによって明らか
にされている。第一の点につぴては，ゴウガティもおなじことを指摘している
し（34），　またそれに付随する第二点の説明としても充分な根拠をもっていると
思われるので，もはや疑問をさしはさむ余地はあるまい。第三の点について
は，ゴウガティやその他の報告もいちように，秘教学会が机と椅子だけのきわ
めて簡素な部屋で開かれ，また会員を教導するエイ㌔イーの態度も，いっぺん
の虚飾もないくだけたものであったことを認めている（35）。　けだしこういった
雰囲気は，入間味にあふれ，だれに対しても親切で，とくに若い文学者たちか
らは筋たちの保護者どして親しま樽敬されたエイ1イーの人柄からして，
とうぜん予想されるところなのだ。彼が二流の壽人，三流の画家といわれなが
ら，アイルランド文芸復興運動にあれほど大きな貢献をしたのも，いつにこの
彼の高潔な人間的な魅力によるのである。以上のようなわけで，スティーヴン
の描くエイ’・イーならびに秘教学会の状況は，すでに触れたように，エイ・イ
ーに対する失望と反感ぶら，実状を歪曲し誇張して，意識的な戯画化を意図す
　　　　　　■るものであると結論することができよう。
　ゴーマンの記するところによると，エグリントンとラィアン　（Fred［erick］
Ryan・1874－1913）（36）の共同編集によって，1904年5月から翌年の4月にかけ
て発行された知識人相手の月刊雑誌「ダーナ』（37）は26Dawson　Chambersで
編集されたという（38）。このt’26”という数字が部屋の番号であることはムアの
報告によって明らかである。では，いったいこの26号室は秘教学会が開かれて
いた部屋とどのような関係にあるのであろうか。この疑問に答えるためには，
ぼく・たちはシェイマス・オウサリヴァン（Seumas　O’Shllivan，1879－1958）（39）
の証言を検討する必要がある。彼はこういらている。
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　＿in　about　1903（40），　those　weekly　meetings　at　A．　E．’s．house　in　Mount
Pleasant　Avenue（41）＿having　ngw　assumed　much　Iarger　proportions，　the
members　of　the‘‘Hermetic”society　looked　for　ngw　promises；and　the　room
at　46　Dawson　Chambers（the　site　of　Whaley’s　short．lived　publishing　ven・
ture（42））being　then　vacant，　was，　by　a　rather　curious　chance，　selected．
　Asecond　room　was　afterwards　acquired　beside　the　qriginal　room，　and　here，
when　I丘rst　entertained　an　idea　of　becoming，　in　a　small　way，　a　publisher，
Iproduced　the且rst　book（43）issued　by　that五rm，　which　was　under　the　name
・fM・unsel・nd　C・mp・ny・t・gi・・us　s・m・ny　m・gni丘cent　b・・k・＿．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔RB　pp．25－6〕
　いまやオウサリヴァンの証言によって，秘教学会が46号室で開かれていたこ
とが明らかになった。同様に，46号室に近いもうひとつの部屋が26号室である
qと棚白である・そして26号室は…77の犠にな・ているの・だから，そ
こで「ダーナ」誌の編集が行なわれたということは，彼がその部屋を友人たち
に開放し，やがては自分もそこで出版業を始めたと考えるべきであろう。現に
エイ’イーが書記長をやっていた農村文嘩普及会・（The　Rural　Librgries　Ass（）－
ciation）も26号室に事務所を置いていた（44）。では46号室は週に一度開かれる
秘教学会のほかに，いったいなにに使われていたのだろうか。ゴウガティによ
ると・秘教学会は耀の夜に1の部屋脚・・’一ツ妨借りてい母いう（鱒）．
もしこの説が正しいとするならば・・46号室も鋤学即犠で・バー・が借り
ていたことになる。しかもその部摩に信婦人用下着の見本を不れた．彼の旅行カ
バンが置き忘れられ．Zいたという・のだから，実際はこちらの方を代理店の事務
所として倖っていたのかも知れない。．もっともオウサリザァンの言では，
T°wer　P・ess　B・・k1・t・〔注（39）参照坦“・ur　r・・m・i・D・w・9・¢h・mbers”（・6）
〔アンダーライン筆者〕で発案されたとあるから，46号室も随時談話室として
使用していたことも考えられる。要するにこれらの部屋は，エイrイーを中心
とする，秘教学会のメンバーや文学者たちがかなり自由な集会の場所として利
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用していたのであろう。このように秘教学会はその関係者たちの文学的な活動
をともないながら，Dawson　Chambersの46号室で開かれていたのであるが，
オウサリヴァンが指摘しているように，それ以前にもエイ・イーの自宅で開か
れていたとなると，ぼくたちはどうしてもその歴史をたどり，エイ・イーやイ
ェイツが若い情熱を傾けて未知の世界に挑戦していた往時に想いを馳せざるを
えない。
　ダブリンのエラズマス・スミス・ハイスクール〔注（1）参照〕を卒業したイェ
イツはトリニティ大学〔同上〕の受験を断念して，1884年5月にメトロポリタ
ン美術学校（The　Metropolitan　School　of　Art）に入学する。彼はそこで自分
よりも2才年下のいっ風変った青年に会う。この青年は超自然的な幻像を友と
し，またそれらをキャンバスの上に画くという根っからの神秘主義者であった。
ところで，イェイツの方でもすでに神秘主義に関心を示し｝父親のJ．B．イェ
イツ（John　Butler　Yeats，1839－1922）が植えつけた不可知論の袋小路からの
脱出口を探し求めていた。ふたりは共通の関心によって結ばれ，対抗意識にか
られながら文学作品の製作を競った。エイ・イーとイェイツとの友情はこのよ
うにしてつちかわれたのであるが，それはやがて凝集してひとつの思想的な運
動を巻き起した。すなわち〔ダブリン〕秘教学会（The　〔Dublin〕Hermetic
Society）の誕生である。
　ボイド（Ernest　A．　Boyd，1887－1946），らの説明によれば，学会設立のきっ
かけは1885年の復活祭の少し前に，イェイツがダウデン（Edward　Dowden，
1843－1913）（47）宅の日曜会（48）で，シネットの「秘密仏教』〔注（1）参照〕が話題
にされるのを聞いたことにある（49）。彼は早速その本を買って読み，それをさ
らにハイスクール時代の友人ジョンストン〔同上〕に貸した（50）。このジョン
ストンという青年は，南ベルファースト選出の下院議員で，新教と王権擁護の
過激な政治結社であるオレンジ党の指導者として有名なウィリアム・ジョンス
トン（William　Johnston，1829－1902）の息子で，将来を嘱望され，当時は南太
平洋で宣教師になることを夢見ていた。破はすでに神智学関係の書物を読み，
イゴイツとも意見を交換しあっていたが，シネットの著書から受けた衝撃は大
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変なもので，たちま、ちキリスト教から離脱してしまつた。彼はのちにブラヴァ
ツキ女史〔注（5）参照〕の姪と結婚し，インドの文官として，神智学を通じて
仏教やヒンズー教の研究を深めるとともに，またアメリカで文筆活動た従事し
た。エグリントン〔注（1）参照〕によれば，彼もエラズマス・スミス・ハイスク
ール時代に兄のHamilton　Malcolm　Mageeを通じて「秘密仏教」を読み，ジョ
ンストンに劣らない感動を受けたという（51）。それはとにかく，シネットの箸書
が当時のアイルランドの青年たちに与えた影響というものはまことに絶大なも
のがあった。かくしてイェイツを中心にエラズマス・ス』ミス・ハイスクールの
学生たち，ジョンストン，ウィークス〔注（42）参照〕，ライト〔注（1）参照〕，エ
グリントン兄弟〔注（52）参照〕，それにおなじハイスクールめ出身者ではない
が，エイ・イーが加わって，計7名の若者たち（52）がヨーロッパの呪術，神秘主
義および東洋の宗教，それもとくに秘密教め研先の振興を目的として研究会
を結成，イギリスの医者で神智教徒のアナ・キングズフォド（Anna　Kingsford，
1846－88）が，前年の1884年に神秘主義的著述家のメイトラーンド（Edward
Maitland，1824－97）と共同して設立したHermetic　Society（53）をまねてThe
〔Dublin〕Hermetic　Societyと命名した。ヨーク街の屋根裏の一室に本部を置き，
第1回会合を85年6月16日に開催，イェイツを座長として熱心な研究発表や討
論を行なった。イェイツは開会のスピーチで，科学は人間の魂の問題を解明す
ることはできず，真理の発見はむしろ科学とはちがった別の方法によるべきだ
と力説した。彼等は続く数週間というもの，第4次元や，1845年にドイツの自
然科学者ライヘンバッハ（Baron　Karl　Ludwig　von　Reichenbach，1788－1869）
が唱えだした“Od”’ないしは“Odyl”という感応力〔熱，化学作用あるい
は電気と結合して，水晶や磁石や人体から放射され，催眠現象を生ずると考え
られた〕，さらには密教などの問題について熱心な討論をかわし，またトリニ
ティ大学における東洋語学のペルシア人の教授を招いて，東洋の児術について
話を聞いたりした。いっぽう，『ダブリン大学評論」（The　Z）ublin　University
Review）．の7月号には，例会で発表されたジョンストンの秘密仏教論が掲載
され，秘教学会の存在が一般に知られるよケになった。ちなみに「ダブリン大
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学評論』というのは，のちにユニヴァシティ・カレッジ（University　College）
の教授（54）になったオウルダム（Charles　Hubert　Qldham，1860－1926）がその
年の2月に発刊した月刊誌〔87年6月まで継続〕である。・もとトリニティ大学
の在校生と卒業生を対象とする雑誌であったが，85年8月に，イェイツの提言
によってロウルストン（Thomas　William　Hazell　Rolleston，1857－1920）が編
集者になってからは，アイルランドの民嫁主義的な思想や文化の中心的な存在
になり，当時の著名な文人たちが好んで寄稿した。イェイツの詩がはじめて活
字になったのもこの雑誌である（55）。おそらくジョンストンの論文も，そのよう
なイェイツとの深い関係からこの雑誌に発表されたのであろう。
　ところで，秘教学会はその設立の当初から神智教会への関心を示していた。
現に彼等が絶大な影響をこうむったシネットは，当時神智教会ロンドン支部長
であり，また彼の『秘密仏教」はブラヴァツキ女史をはじめとする神智教会員
に起った超自然的な現象を理論的に解説したものであったのだ。かくてライト
は1884年と85年に，ロンドンに滞在中のブラヴァツキ女史を訪れ，直接教えを
こう元。彼女はダブリン支部の設立をすすめたという。ついでジョンストンが
『秘密仏教』の興奮さめやらぬうちに神智教会ロンドン支部へおもむき，早速
加入してしまった。だが1885年6月，彼らの熱狂的な態度に水をさすような事
件が起った。ロンドンの心霊研究会〔注（11）参照〕がブラヴァツキ女史の超自
然的な霊力の真偽を確かめるためにポジスン（Richard且odgson，1855－1905）
をインドの神智豫会本部へ派遣し，その報告会が開催されたのだ（56）。このとき
ちょうど居あわせたジョンストンは，彼女をぺてん師だとする報告を聞きなが
らかえって義憤に燃えるのを感じたのである（57）。そして帰国後ライトやその
他の友人にはかって，いよいよ支部設立を決意し，翌年4月，シネットから支
部結成の認可を得た。これより先，支部結成にあたって，ロンドンの支部から
モヒニ・チャタジ（Mohini　Mohun　Chatterji）師が来訪，イェイツはその「空」
の考えに大いに共感を覚えた。彼のKanva　on　HimselfとMohini　Chatterコ’ee
という二篇の詩はこのときの教えにもとついている（58）。
　ダブリン支部を設立するにあたっては，もちろんイェイツやエイ・イーにも
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勧誘の手はさしのべられた。だが，ふたりとも言を左右にして，直ちに参加す
ることには肯んじなかった（59）。したがって，おそらく秘教学会はその後も続
けられ，またこれまでのいきさつから秘教学会と神智教会ダブリン支部との間
には密接な関係があったものと思われる。だが学会の当初からのメンバーのう
ち，ジョンストンとライトのほかに，いったいだれが教会への加盟を申し出た
か，この点に関してはつまびらかではない（60）。ただ，イェイツについては，
1887年5月に家族とともにロンドンにひき移ってのち間もなく，ジョンストン
から紹介状をもらって，自分の支部を設立したばかりのブラδデツキ女史た面
会を求めた。そのときの模様は彼の自叙伝にくわしU｛が，とにかく，心霊㌫究
会の一件が頭にあったにもかかわらず，しだいしだいに彼女の感化を受け，一や
がてブラヴァツキ支部（The　Blavatsky　Lodge　of　the　London　Theosophical
Society）に加入することになる。いっぽうエイ・イーも1888年のはじめごろか
らダブリン支部の会合に顔を見せるようになり，同年末かその翌年に加入，
1891年4月には，UpPer　EIシPlac6のSmi℃h’s　Buildingsの3号（61）で借家人
のディック（Frederick　J．　Dick）夫妻を中心に神智教徒たちによる共同生活を
始めた（62）。実はイェイツが自叙伝で言及しそいる「土木事業部の技師」（“the
engineer　to　the　B6ard　of　Wofks”（63））’といちのはこのディックのことで，当時
ダブリンの税関内たあらた公共土木事業部プ披備課（b技師補をやっていた（64）。
またこのグループほ全蔀で6名で，その中にはUで言及ぎれるダンロップ
（Daniel　Nicol　Dunlop，1868－1935）（65）や，エグリントンの兄と患われる“HI　M．
Magee”（66）も含まれていた。ところで，この建物には神智教会の関係者以外
のひとびとも自由に出入りでき，毎週図書室で開かれる討論会では哲学や芸術
の問題で議論が沸騰した。エイ・イ謡はこのグループの，ひいてはダブリン支
部全体の精神的な指導者であり，財政的な管理者であるディックとは運営上の
問題で・しばしば衝突した♂その結巣が1898年の分裂（67），そしてエイ♂イーあ
脱退ということたなるめであるが，少く’ともこの1S91年から98年にかけては，・
秘教学会が別個の独立した組織として存続し亡いた可能性はきわめて薄いよう
に思われる。おそらくイェイツがロンドンに去ってからというものは，エイ・
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イーを中心に運営されていたと考えられるので，上記の期間中は事実上神智教
会に併合されていたというのが真実ではあるまいか（68）。
　ところでブラヴァツキ女史の死後〔1891年死亡〕，ふたりの副会長〔会長は
オールコット大佐〕の間に指導権をめぐって紛争がもちあがった。すなわち
1894年，アニ・ベサント（Annie　Besant，1847－1933）の主宰するロンドン支部
〔ヨーロッパ本部〕ヘアーリア神智教会（The　Aryan　Theosophical　Society）
〔二＝一ヨーク支部〕の会長W．Q．ジャッジ（William　Quan　Judge，1851－
96）（69）が乗りこみ，チベットの導師からのご託宣だと称する偽文書を示して
乗っとりを画策したのだ。けっきょくは失敗に終ったのだが，これを機に神智
教会は真二つに分裂してしまった。ダブリン支部は終始一貫してジャッジを支
持し，彼の死後もその遺志をついだティングリ女史のポイント・ロウマ神智教
団〔注（65）参照〕に属していた（70）が，1898年，今度はダブリン支部内に対立
が起り，分裂後エイ・イーは神智教会を脱退した。ところで分裂の原因である
が，イェイツはエイ・イーとディック間の意見の衝突を挙げ（71），またロフタ
スは指導権をめぐる争いだといっている（72）。エイ・イーは前年の11月に永年
勤めていた服地商のピム兄弟商会を辞め，アイルランド農業協同組合本部〔注
（6）＆（7）参照〕の農業金庫設立委員に就任したが，おそらくこのことがふたり
の対立を表面化する直接の原因になったものと思われる。営利的な金融機関で
はなく，’あくまでも協同組合の立場にたった金融機関を設立し，またそれを勧
誘するということは月の大半を農村ですごさなければならないということでも
ある。エイ・イーの心配はそのために神智教会がうまくゆかなくなるのではな
いかという点にあった（73）。不幸にもこの予感は的中して分裂騒ぎにまで発展
したのであるが，その最中にも彼は仕事に追いまくられ，腕をこまねいて事件
の進展を観ていなければならなか．Dたのだ（74）e’このような状況から察すると，
おそらくまずディックの方が脱退し，エイ・イーとは対立的な立場にあるアニ
・ベサントを支持してヨー一ロッパ派に走ったのであろう〔注（67）参照〕。デン
スンはエイ・イーがティングリ女史の教団を脱退した理由として，期待を裏切
られたからだといっている（75）が，それならばなおのこと分裂すべき要因があ
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ったことになる。
　1898年5月9日，エイ・イーは3年前からの馴染みで，またおなじ神智教徒で
あったノース（Violet　North，1867－1932）嬢と結婚（76），6Castlewood　Avenue
に新居をかまえた。そしておそらく同月の末ごろには農業金庫設立委員を解か
れ，本部の事務次長になった。これで少しは余暇もでき，彼本来の著述や思索
の生活にもどれたのではないかと想像するのだが，8月30日のイェイツあての
手紙を読むと，協同組合運動という現実的な生活への急激な移行の結果，自分
の新しい体験をまだ整理しきれないようである（77）。だが，11月のはじめに
Upper　Mount　Pleasant　Avenueへ転居してからというものはだいぶ様子が変
ってくる。そしてその年も末になるとけっこう多忙な毎日を送りながらも，も
う自分のまわりに青年たちを集め，日頃の体験を生かしながら，生来の神秘主
義に民俗学的な方向を与え，彼らに新しい方途を指示しているのだ（78）。エイ・
イーを中心とするこのグループが，Mount　Pleasant　Avenueの彼の自宅で毎
週開かれていたという秘教学会であることはもはや疑う余地のないところであ
る。しかもボイドもいっているように，’これは1885年6月に発足し，その後エ
イ・イーが神智教会に加盟するとともに事実上解散してしまったと思われる第
1次秘教学会とは明らかに別で（79），おそらくこれまでの運動を継続し発展さ
せるという意味から，おなじ名称が付与されたものと思われる。
　ところでエイ・イーの秘教学会は，すでに述べたように，ラスガのCoulson
Avenueにひっ越してのちもいぜん彼の自宅で続けられ〔注（41）参照〕，1903年
になったからDawson　Chambers　46号室で開かれるようになる。その後は1906
年から9年の間にまたどこかへ場所を移し，そのまま杏として消息を絶って
しまう（80）。もちろんこれは資料不足によるのであって，将来はまた手がかり
をつかめるようになるかも知れないが，それはとにかく，エイ・イーは1906年
のはじめにはおなじくラスガの17Rathgar　Avenueに転宅した〔同上〕。彼
はここに30年近くも住みつき，妻君の死後，1933年7月のはじめに今度は家を
売り払い，以後残された長くない余生をロンドンを中心に送ることになる（81）。
土イ、・イーのRathgar　Avenueの自宅はあとで触れる日曜の夜会で有名であ
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るが，おそらくDawson　Chambers以後の秘教学会もここで開かれていたの
ではあるまいか。少くともトムにその所在が記載されていないところをみる
と，そう考えざるをえないような気がする。デンスンによれば，秘教学会はエ
イ・イーがロンドンに移住するまで続けられ，その後はボウエン（P．G．　Bowen）
が会長をひきついだという（82）。
　かくてぼくたちはUで言及される秘教学会の変遷を，その前身であるイェィ
ッやジョンストンを中心とする時代から，神智教会への転身，そして今度はエ
イ・イーを中心とする最盛期をへて，さらには彼の隠退にいたるまでどうにか
跡づけてきたのであるが，秘教学会の存在をなおいっそう複雑にするものとし
て挙げなければならないのは，エイ・イーの自宅における日曜の夜会と神智教
会第2次ダブリン支部の結成である。これらは秘教学会と並行して開かれ，し
一かも前者は当時の数ある夜会のうちでもとくに有名であったので，ややもすれ
1ば秘教学会と混同されるおそれがある。したがってぼくたちは以下にこの三者
tの関係を明らかにし，1904年当時におけるエイ・イーの活動をこんどは同心円
酌に追求することにしよう。
　まず日曜の夜会であるが，それがいつ頃から開かれるようになったか，その
時期は明確ではない。秘教学会とおなじようにMount　Pleasant　Avenue時代
からとも考えられるが，それを裏づけるような回想や記述はどうしても見あた
らない。だが，つぎのCoulson　Avenue時代になるともうかなり有名で，ダ
ブリンを訪れた著名な人物は一度はその夜会に足を運んだという（83）。ただ
Coulson　Avenue時代と’いっても，1900年4月から約6年の期間というものが
あり〔注（41）参照〕，年代的にあまりにも漠然としていることは否定できない。
．ところがエイ・イーがジョイスに与えた1902年8月中ばの手紙によると，日曜
の晩はいろいろな知人がやってきてとてもふたりだけで話しのできる状態では
’ないので，来週の日曜日〔8月18日〕にご来訪いただきたいといっている（84）。
これはジョイスとエイ・イーとの最初の出会いを証拠づける記念すべき書簡で
あって，そのときの会見の模様は，それぞれ多少の相違はあるが，エルマンの
・伝記をはじめいろいろな書物で言及されている（85）。実はUの第7挿話で，エ
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イ・イーからこのときの模様を聞いた“some　yankee　interviewer”（86）という
のはペンシルヴェイニア大学のウェイガント教授のことで，彼は1902年の夏に
アイルランドを訪問し，エイ・イーやイェイツなどの文人たちに親しく会い，
文芸復興運動の実状をつぶさに見聞した（87）。ところで上述のエイ・イーの書簡
から判断すると，1902年8月にはすでに日曜の夜会が開かれていたことは確実
で，しかも多数の文人やその他のひとびとが参集していたようである（88）。実
はジョイスもエイ・イーの文壇における実力のほどはかねがね承知していたの
で，自分の存在を印象づけ，あわよくば文壇入りをはたそうと，まずはエイ・
イーに戦いをいどんだのである。
　かくてぼくたちはエイ・イーの日曜の夜会が1902年8月以前に，いや，おそ
らくはCoulson　Avenueにひき移った当初からすでに開かれていたという確
信をもつに至った。もっとも，コラムの妻君のメアリ・コラム（Mary　Catherine
Maguire　Colum，1887－1957）によれば，日曜の夜会は神智教会や秘教学会の関
係者たちがエイ・イーの自宅に集り，彼を中心に意見をかわすようになったの
がそもそもの始まりであろうという。老してその根拠としてエイ・イー夫妻が
ともに神智教会のメンバーであったことを挙げている（89）Qこの推定はだれし
も頭肯しうるところであって，その意味からは日曜の夜会をPleasant　Avenue
時代に位置づけることも可能であろう。だが，なんといってもエイ・イーの日
曜の夜会といえばRathgar　Avenueを連想するのが普通である。メアリ・コ
ラムはもちろんのこと，n一ド・ダンセイニ　（Edward　John　Moreton　Drax
Plunkett，18th　Baron　of　Dunsany，1878－1957）からノーラ・ホウルト　（Norah
Hoult）にいたるまで，たいていの回想記がこの時代の夜会に触れている（8g）。．
しかも注目すべきことは1そのいずれもが秘教学会とはまったく違った会の雰
囲気を報告しているということだ。ウェイガント教授の1902年ごろの印象記で
は，エイ・イAの話題は社会，芸術，文学をはじめあらゆる事柄，あらゆる人
物におよび，はては自作の詩を朗読して聞かせるのであった（go）。またメアリ・
コラムによると，神秘主義的ないしは秘教的な雰囲気はまったく感じられず，
話題も文学作品の製作法から協同組合運動におよび，ときには農夫たちもやっ
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てきて彼と話をし，その中には彼の画を買ってゆく者もいた。しかもそのとき
のエイ・イーの態度はけっしてひとの気をそらさない親しみに満ちたもので，
相手にいかなる差別感も与えず，みながみな自由に臆するところなく会話を楽
しむことができたのである。そしてこのようにうち解けたエイ・イーの夜会の
雰囲気は，月曜日にイェイツ宅でもようされる格式ばった，ある意味では貴族
的ともいえるような夜会とはおよそ対照的であったという（91）。このように開
放的なエイ・イーの夜会の状況に接すると，ぼくたちはそれがムアが叙述して
いた秘教学会の雰囲気とは著しく異っていることに気づくはずである。起源は
いざ知らず，これはふたつの会の性格の相違にもとつくことは明らかである。
したがって，このことからぼくたちは秘教学会がエイ・イーの思想的な先達な
いしは指導者としての能力を発揮する場であり，そのメンバーも一定の傾向を
もった者に限られていたのに対し，この日曜の夜会はより広い青年層を啓蒙
し，ひいては文芸復興運動の底辺を拡大するのに役立ったというべきであろ
う。
　だが，このような和気あいあいとした雰囲気もそういつまでも続くわけには
いかなかった。1916年の有名な復活祭日の武装蜂起を契機として，独立戦争，
内乱へとアイルランドの国情が血狸い様相を呈するにつれて，エイ・イーの農
民文化，li’根幹とする道徳革命的な社会主義はしだいに時流にとり残され，色あ
せて，もはや血気にはやる現実的な青年たちの心をとらえることは不可能にな
った。たとえばダブリン市のスラム街に育ち，労働者としての生活や運動を通
じて，人間性a．虚偽と矛盾をいやというほど見せつけられたショーン・オケイ
シ（Sean　O’Casey，1880－1964）は，1920年代にエイ・イーの夜会に出席した
ことがある。そのときの印象が自叙伝の中に記されているが（92），彼の眼には
エイ・イーは欺瞳と虚栄の塊としか映らない。そこにはかつてのうち解けた雰
囲気はなく，ちょうどUの秘教学会の叙述のように，愚にもつかないことをし
ゃべりまくる教祖的なエイ・イーと，その目色をうかがいながら円く玉座をか
こむとり巻き連中とがいる。しかもオケイシの慧眼はエイ・イーの話が雑誌原
稿の下調べだということを見抜いてしまうのだ。そして彼はこの夜会の連中は
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自分とは無縁であり，またその仲間も，彼等の信奉する理想も，およそ自分と
はかかわりがないと感じるのである。もちろんオケイシが公平な立場からエイ
・イーをみているのでないことは明らかである。また老齢による精神力の衰退
や，コラムが指摘しているように，彼の死因となった直腸癌の影響を考えるべ
きかも知れない（93）。だがもしそうだとしても，時代の推移にともなってエイ・
イーが過去のひととなり，アイルランドの20年代を代表する劇作家にとっては
ノ　　　ノレ　　t
むくろ同然の価値しかなかったことも否定できない事実なのである。かくてエ
イ・イーは妻に先立たれ，青年たちから見はなされたRathgar　Avenueの家
をたたみ，うち続く戦火によって荒廃したダブリンに別れを告げて，ロンドン
へ，またアメリカへと，新たな夢を託しながら旅立ってゆく。
　さて，ぼくたちはいよいよ最後に，神智教会第2次ダブリン支部のことに触
れなければならない。すでにみてきたように，神智教会ダブリン支部は内紛と
分裂のすえ，エイ・イーの脱退とヨーロッパ派の結成という事態を招いたので
あるが，エイ・イーが神智教会との関係を断っていた間にも，ディックらのダ
ブリン支部は健在で，117West　Stephen’s　Greenにあった。ところが記録に
よると，1904年10月20日にインドのアディア　（Adyar）〔マドラスの南西8キ
ロ〕にある神智教会本部から，会長のオールコット大佐の名で第2次ダブリン
支部設立の許可書がおりている。メンバーはエイ・イー夫妻を中心に，J．　S．ス
ターキ〔注（39）参照〕，アベイ劇場の演出家として有名なW．G．フェイ〔注
（88）参照〕，ポウイス・ホウルト（Powis　Hoult）夫妻〔夫人はさきに触れたノー
ラ・ホウルトのことと思われる〕など合計10名で，ノーマン〔注（32）参照〕が
事務関係の仕事を担当していた。事務所を34Wicklow　Streetに置き，毎週会
合を行なっていたようである（94）。
　すでに秘教学会もあることだし，いまさらなぜ第2ダブリン支部を設立じな
ければならなかったのか，その理由は明らかではない。あるいはだれかの要請
にもとつくものかも知れないし，また当時インド文化とケルト文化との融合を
志していたエイ・イーがその必要を感じたためかも知れない。だが，いずれに
しても第2次ダブリン支部はメンバーの顔ぶれからいって研究団体の色彩が濃
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　く，青年たちに対する教育ないしは啓蒙機関の趣きのあった秘教学会とはやや
性格を異にしているように思われる。もっとも，ずっとあとの1922年10月の手
　紙で，エイ・イーは秘教学会が神智教会の方針にそい，またそれを継承したも．
　のであることを言明している（95）から，この両者の間には本質的な相違はなく，
　また時代の推移とともに性格を変えていったことも考えられる。それはとにか
　く，第2次ダブリン支部はべサント女史の傘下にはなく，その結果ダブリンに
　はふたつの神智教会支部が設立されたことになる。おそらくこれはジャッジ事
　件以来のべサント女史に対する反感が原因で，それがまたやがて神智教会を脱
　退する最大の原因となったのであろう。すなわち，1907年ベサント女史がオー
　ルコット大佐のあとを受けて国際神智教会の会長に就任し，ついで9年にアデ
　ィアの本部も主宰するようになると，またしてもエイ・イーは神智教会を脱退
　してしまった。もちろんそれにともなって第2次ダブリン支部も解散したわけ
　だが，それにしてもジャッジに対する崇拝は驚くべきもので，いちど惚れこん
　だらとことんまで忠誠をつくすエイ・イーの性格があらわれていてなかなか興
　味が深い（96）。なお，ダブリンには現在も神智教会の支部があり，機関誌
　TheosoPhy　in　Irelandを発行している（97）。
　これでぼくたちはいちおうエイ・イーを中心とする秘教学会の沿革をたずね，また
それと関連した周辺の活動にも筆を及ぼしたのであるが，最後に，この運動に対する
ジョイスの態度についてひとこと触れることにしよう。Uのスティーヴンがエイ・
イーの秘教学会ならびに神智教会に対して皮肉な嘲笑の眼をむけていたことはすで
に述べた。ではスティーヴンの作者であるジョイスはどうかというと，たとえ一時
的にもせよ，そのような運動に対してかなりな関心を示した時期があったようであ
る．例えばスタニス・一スは，ジ・イスカ・イ・イツやエイ・イーの著書を通じて神
智学に対する関心を呼びおこされ，．ブラヴァツキ女史，オールコット大佐・アニ゜
ベサントなどの解読書を手あたり次第に読んだといい，また，C・P・カランは・
彼がシネットの「秘密仏教』によって多大の感銘を受けたことを報告している（98）。
ジョイスは大学に入学した当時すでにカトリックとの訣別を決意し・世俗的な司祭
としての芸術家への道を歩み始めていたが，彼の神智学に対する関心はちょうどこ
　　　　　　　　　　　　　　　　一101一
のような過渡的な時期に芽生えたものである。したがってのちになるとその熱もた
ちまち冷めてしまい，まったくの時間の浪費であったと告白せざるをえなくなるの
である。けだしカトリックの長い文化的な伝統のもとに育ち，文学的にも古典主義
の立場をとるジョイスにとっては，個性を重んずるあまり主観的な迷路の中に自我
を埋没してしまうエイ・イーらの方途が，自由意志を否定する一種の敗北主義であ
り，けっきょくは芸術的な創造作用の否認につながるものであると考えられたとし
てもけっして不思議はないのである。
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注（1）　ダブリン生まれのスコットランド系アイルランド人。父親は長老教会派（Presby－
　　terian）の牧師で，神学博士であった。アイルランド文芸復興運動に活躍したただ
　　ひとりのエッセイスト。重要なわりにはもっとも知られていない人物。育ったのは
　　北アイルランドのUlster州だという説もあるが不明。ダブリンのThe　Erasmus
　　Smith　High　Schoo1〔Trinity　CoUegeとは特別な関係にあった〕の出身。学校時代
　　の友人にWilliam　Butler　Yeats（1865－1939），　Charles　Alexandre　Weekes（1867－
　　1946），Charles　Johnston（1867－1931），　Claude　Falls　Wright（1867－1923）らがい
　　た。どこの大学を出たか不明であるが，出身のハイスクールの特殊性から考えてお
　　そらくトリニティ大学の卒業。イェィツとジョンストンを中心とする第1次秘教学
　　会のメンバーになる。Thomas　William　Lyster（1855－1922）のもとに国立図書館員
　　（1895－1922），Z）ana　lbの編集者。1922年イギリスに渡り，ウェールズ北東部のFlint
　　郡に隠棲〔エイ・イーはエグリントンの妻君のせいにする〕，26年頃イングランド
　　南部Hampshire郡のBoumemouth市〔市内の病院でエイ・イーが死んだ〕に移っ
　　た。
　　　エグリントンは本質的には哲学者で，エマスンやゲーテの崇拝者であったが，と
　　くに著しい影響をワーズワスから受けた。ハイスクール時代にAlfred　Percy　Sin－
　　n『tt（1840－1921）のEsoteric　Buddhism（1883）を読み，その思想に深く共鳴して
　　以来，彼の思想は超絶的な傾向をみせるようになった。そして徹底的な個人主義に
　　立脚した，ワーズワス的な自然主義の立場から，都市生活や現代の入為的な社会機
　　構を否定し，むしろ選民として一時的な隠遁の生活を送ることをよしとした。
　　　彼は性格的にもあまり人目に立つことを好まず，酒も女もたしなまぬ謹厳な独身
　　者として長らくダブリンの片隅で生活，ジョイスに“the　horrible　virgin”〔BK　p．
　　253＆DDP．21〕といってからかわれた。豊かな教養と広い識見をもち，のちには博士
　　号を取得したが，死語にもひとしいアイルランド語の復興やゲール語で書かれたア
　　イルランドの神話伝説の復活には懐疑的で，終始地方的な文化の形成には反対し
　　た。エイ・イーやGeorge　Augustus　Moore（1852－1933）と親しく，読書家でない
　　ムアは国立図書館を訪ねては耳学問に専念した。
　　　なお・エグリントンの父親はHamilton　Mageeといい〔Tg9＆TO〕，上述のように
　　長老教会派の牧師であって，Uの叙述〔OP・cit・，　PP・195／204／265／206－7．ページの指
　　摘は略号表のeditionの順序による。以下おなじ。〕から想像されるようなアルス
　　タ州在住の百姓ではない。彼は1899年当時，KingstownのEglintQn　Park通りを占
　　めるEglintOn　House〔ひとつの通りが一連の家屋によって形成されている〕の一角
　　に居住していた〔TO〕　〔エグリントンというマギーのペン・ネームは，おそらくこ
　　の名称にちなんだもの〕。Uのシェイクスピアをめぐる図書館の論争でほ，エグリ
　　ントンはスティーヴンのもっとも手ごわい相手。
（2）UPP．174／184／238／186．
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（3）　ムアが自伝的三部作Hail　and　Farewellの第二部で再再のべているところによる
　　と，エイ・イーはよく話が佳境に入ったときに懐中時計を取り出して，もう事務所
　　へ帰る時間だから，といって席を立った〔Spp．10，15，21，29〕。彼のランチの時
　　間は二時から三時の間で，よくこの時間を利用してひとに会ったらしい〔Ibid．，　pp．
　　21，24＆ERp．123〕。だからいまも三時に近くなって事務所へ帰ろうとしている
　　にすぎない。なおこの事実を最初に指摘したのはシャットであった〔∫Sp．69，n．　3〕。
（4）　エイ・イーの髪にひっかけて一“Glittereyed，　his〔i．e．　John　Eglinton’s〕rufous
　　skull　close　to　his　greencapped　desklamp　sought　the　face，　bearded　amid　darkgreener
　　shadow，　an　o｝lav，　holyeyed。”　〔U　pp．173／182／236／184〕
（5）　ムアのように“took　out”〔S　pp．10，15，21〕とか‘‘pulled　out”〔lbid．　P．29〕
　　という代りに，このように“unveiled”という動詞を使ったのは，このつぎに引用
　　する節で言及されるHelena　Petrovna　Blavatsky（1831－91）の代表作Is・is　Unveiled
　　（1877）にひっかけて，あとから触れる，生来の神秘主義と一見矛盾するエイ・イー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　t　　　ア　　　ノ　　の実務的な面を椰楡するため。すなわちポケットから取り出されたのはイシス神
　　　　　　　　t　　　ノ　　　ノ　　　ノ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　t　　ではなくて，協同組合用の，しかもきわめて現実的な時計であったという皮肉。
（6）　この“cooperative　watch”という表現は，当時エイ・イーガアイルランド農業協
　　同組合本部（The　Irish　Agriculturai　Organization　Society）で働いていた関係から，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　ノ　　　ノ　　　ノ　　彼のそのような実務的な時間に几帳面な面を皮肉って，スティーヴンが「協同組合
　　ノ　　　ノ　　用の懐中時計」と評したのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
（7）The”撤Homeste4dのこと。1894年Sir且orace　Curzon　Plunkett（1854－1932）
　　は89年以来押し進めてきたアイルランドにおける農業協同組合運動を統轄し，さら
　　にその運動を促進するためにアイルランド農業協同組合本部を設立し，あわせてそ
　　の機関誌として発行したのがこの週刊誌である。1896年3月9日号を創刊号として
　　1923年9月8日号まで続き，以後The　Z7励Statesmanと合併改称された〔PWR
　　p．130〕。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　Uの本文は誤解を招きやすいが，この物語の年代である1904年6月当時，エイ・
　　イーはまだ「ホウムステッド』誌の正式の編集者ではない。当時はHarry　Felix
　　Norman（1868－1947）〔U　pp．181／190／246／192〕を主筆に，　Susan　Langstaff　Mitρhell
　　（1866－1926）〔Ibid．〕が彼を補佐していた。ただノーマンはたびたび旅行にでかける
　　ことがあったらしく，彼の不在中はエイ・イ凸が編集を代行していたらしい　〔LAE『
　　p．42＆IPP　p．117〕。また当時『アィアリッシュ・ホウムステッド」社は国立図書館
　　にほど近い22Lincoln　Placeにあり，エイ・イーの勤務するアイルランド農業協同
　　組合本部とはおなじ建物にあった〔IPP　p．117，　T4＆T5〕。　　　　　　　、
（8）　これをシェイクスピアの」Uenry　Vl，　Part　L　III，　iiの隊長の問いに対するファス
　　トルフの言葉一
　　Captain．　Whither　away，　Sir　John　Fastolfe，　in　such　haste？
　　Fast．　Whither　away！to　save　myself　by且ight：
　　　we　are　like　to　have　the　overthrow　again．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ll．104－6〕
　　で補ってみると，スティーヴンの独白の意味が明瞭になる。すなわち，彼のシェイ
　　クスピア論がいよいよ核心に触れようとしたちょうどそのときにエイ・イーが中座
　　するが，スティーヴンはその理由を，エイ・イーの自己撞着にみちた現実否定の文
　　学観に対する自分の鋭鋒を恐れて，彼がいつもの非文学的な実務生活へ逃げ出した
　　と考えるのである。
（9）　さきにエイ・イーが世界に革新をもたらす源動力として，農民の若わかしいロ
　　マンティックな精神生活をたたえ，“For　them　the　earth　is　not　an　exploitable
　　ground　but　the　living　mother．”〔U　pp．175／184／238－9！186－7〕と公言したのに対し，
　　その矛盾をついて，農民と似て非なるエイ・イーが実利的な生活へ逃げ出すのを皮
　　肉った。
（10）20世紀初頭のダブリンでは，文人たちが定期的に自宅に友人を招待して，文学，政
　　治その他，活澱な論議に花をさかし，文学生活の中心としてさながらサロンのごと
　　き観を呈していた。このような各所の夜会がアイルランド文芸復興運動を助長し，
　　ひとつの流派としての連帯意識を植えつけるのに役立ったことはいうまでもない。
　　Ely　Placeのジョージ・ムア宅では土曜日に夜会が催されていた〔LM　p．265，　RB
　　pp．95－6＆ER　pp．98　ff．〕。したがって，木曜日の夜にムアのところへ参集するとい
　　うのはあくまでも臨時のことであって，恐らく本文にあるように，パイパ女史に会
　　うのが目的であろう。もっとも，彼女がダブリンのムアの家へやって来たという事
　　実はまだ確認されてはいないが。
（11）Mrs．　Leonora　E．　Piゴbrのこと。アメリカのボストン生まれの有名な霊媒。彼女は
　　1885年以来20年間The　Society　for　Psychical　Research〔1882年設立〕の監督下にお
　　かれ，Frederic　William　Henry　Myers（1843－1901），　William　James（1842－1910），
　　Sir　Oliver　Joseph　Lodge（1851－1940）らの心霊現象の大家によってつぶさに研究さ
　　れた。　　、
（12）Richard　Irvine　Best（1872－1959）のこと。北アイルランドの郡都Londonderry
　　生まれの新教徒。スティーヴンのシェイクスピア論をめぐる国立図書館の論争に加
　　わっているリスタ，エイ・イー，エグリントンよりはずっと若く，図書館員（1904－
　　23）になってまだ日が浅い人物。しかしすでに学会では嘱望されている少壮学者。
　　ドイツのケルト語学者として有名なKuno　Meyer（1858－1919）に可愛がられ，1903
　　年に彼らとともにダブリンにThe　Sch∞l　of　Irish　Learningを開設。王立アイルラ
　　ンド学士院会員（1906－），同会長（1943－6），国立図書館長（1924－40），ダブリン高
　　等研究所付属ケルト学学院長（1勺40－7），アイルランド写本管理委員会長（1948－56）。
　　　ベストは後年ゲール語の文献の編集や翻訳などですぐれた業蹟を残したが，若い
　　頃はイギリス唯美派のウォルタ・ペイタやオスカ・ワイルドに心酔し，またパリで
　　の生活が長かった関係から，なかんずく19世紀のフランス文学にも通じていた。彼
　　は1898年のはじめパリでJohn　Millington　Synge（1871－1909）と識り合って以来，
　，親しい交わりを続けた。
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　　　Uではベストはきざな，そのくせ無内容なディレッタントで，ときには愚問愚答
　　をくりかえす平凡な青年に画かれている。だがこれはジョイスの創作的な潤色。作
　　品の上ではもちろんスティーヴンから軽蔑されている。
（13）　これはわが国の「生麦生米生卵」に類するイギリスの童謡
　　　　　Peter　Piper　picked　a　peck　of　pickled　pepper；
　　　　　Apeck　of　pickled　pepper　Peter　Piper　picked；
　　　　　If　Peter　Piper　picked　a　peck　of　pickled　pepPer，
　　　　　Where’s　the　peck　of　pickled　pepper　Peter　Piper　picked　？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ODNR　p．347＆PBNR　p．170〕
　　を転用したもの。この舌を噛みそうな話呂合わせは演劇学校の発音練習には欠かす
　　ことのできない課題となっている。またこの童謡を一気に三回繰返すとシャックリ
　　に利目があるそうで，とくにその目的のためには，さらに各行の終りに“off　a
　　Pewter　Plate”を加えるとよいといわれている。もちろんこんな語呂合わせを連想
　　することによって，スティーヴンは一種の腹いせからパイパ女史を皮肉り，同時に
　　彼女に異常な関心を寄せているベストをはじめ，エイ・イーやエグリントンを都楡
　　しているのである。
（14）岩波版新訳〔未刊〕から。以下おなじ。
（15）注（5）参照。
（16）　もと古代インドの俗語の一種で，セイロン，ビルマ，タイなどで仏教の典籍に用
　　いられた言語。サンスクリットとはおなじ系統に属する。パーリ語で書かれた文献
　　としては，紀元前3世紀のMagadha国ASoka（アショーカ）王（269？－232？B・C，）
　　の王子Mahindaによってセイロンにもえらされたと伝えられる，いわゆる「三蔵』
　　のほかに，その注釈書類が豊富にあり，また初期仏教徒の説話文学などもある。
（17）14世紀の中ごろ，現在のメキシコ・シティのあたりに都市を建設し，そこを中心
　　に，とくに15世紀のはじめから，16世紀の初期にスペイン人によって征服されるまで
　　強大な国家を形成していた民族。彼等の主神は太陽で，暗黒を代表する星や月と日
　　び戦い，死と復活をくりかえすことによって自然の秩序と人間の生存が約束された。
（18）キリスト教においては御ことば〔fohn　1：1参照〕。三位の神の第一位格である御
　　父が思考によって生んだ第二位格。光と暗黒とをわかち，天地を創造した原動力。
（19）仏，法〔仏の教え〕，僧〔教団〕の三宝に帰依して，入門を認められた信者として『
　　の資格。
（20）　この引用の最後にでてくる詩の作者で，アイルランド出身の詩人。のちにアメ．リ
　　カのボストンからLamPs　and　TrumPets（1928）ほかもう一冊の詩集を出している
　　から，あるいは後年アメリカに移住したのかも知れない。アダムズによれば，もと
　　ジョイスの家の近くに住んでいたことがあるらしい〔SSp．224〕。だが詳しいこと
　　はいっさい不明で，エイ・イーとの関係もつまびらかではない。
（21）Thomas　Caulfield　lrwin（1823－92）のこと。北アイルランドDown郡Warrenpoint
　　生まれの詩入。家庭教師について学を修め，広くヨーロッパのみならず，シリア，
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　　北アフリカへも旅行した。猫に対する病的なまでの愛着をもち，晩年には精神異常
　　の傾向を示した。彼の詩にはテニスンの影響が強い。彼と神秘教（Hermetism）との
　　関係も不明。
（22）　シェイクスピアのAntony　and　CleoPatra，　II，　ii，212から。
（23）近世においては魂の在りかと考えられた。また，とくに神智教（theosophy）で
　　は，悟道において中心的な役割を果すとされている。
（24）　これは『オデュセイア』の海の難所で，渦巻を擬人化した怪物のカリュブディス
　　（Charybdis）と照応し，エイ・イーのプラトン的な神秘主義の魔力を暗示している。
（25）注（13）の童謡と類似のイギリスの早口言葉
　　　　　She　sells　sea－shells　on　the　sea　shore；
　　　　　The　shells　that　she　sells　are　sea－shells　I’m　sure．
　　　　　So　if　she　sells　sea－shells　on　the　sea　shore，
　　　　　1’msure　that　the　shells　are　sea．shore　shells．　　　　、・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔PBNR　p．120〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　をまねたもの。もちろんエイ・イーの神秘主義を椰楡するため。
（26）注（20）のヴィクトリの詩集Poems（1895）に収められている，愛児の死をいたん
　　だSoul－Perturbating　Mim　icryと題する詩の最初の二行
　　　　　In　quintessential　triviality
　　　　　Of　flesh，　for　four旦eet　years，　a　she－soul　dwelt．
　　を誤って引用したもの。肉体を牢獄とみるエイ・イー一派の神秘主義を皮肉ってい
　　る。なお，この詩句の出所はアダムズによって明らかにされた〔SSp．142〕。
（27）　ジョイスは1904年9月9日から15日にかけて〔JJでは9日から19日にかけて，と
　　書かれていた（Op．　cit．，　pp．177＆181）が，のちLIIで上記のように訂正された
　　　（Op．　cit．，　pp．　lvi＆53，　n．2）〕，ダブリン南方の海辺のSandycoveにあるもとの
　　砲塔Martello　Towerに，　Uの“Buck　Mulligan”のモデルであるOliver　St・John
　　　　　　　　　　Gogarty（1878－1957）と，もうひとりゴウガティの友人で，おなじく“Haines”の
　　モデルであるSamuel　Chenevix　Trenchの三人で住んだことがある。　Uの第1播話
　　はこのときの経験がもとになっている。
（28）（1873－1953）。北アイルランドのDown郡Castlewellan生まれのスコットランド
　　系詩人，出版業者。エイ・イーの崇拝者。父の死後（1886）Belfastに移り，1900
　　年の初頭，友人で詩人のJames　Henry　SProull　Cousins（1873－1956）の奨めで，あ
　　るベルファーストの会社の代理人としてダブリンに定住，エイ・イーの秘教学会に
　　出席するようになる。彼は有名なAbbey　Theatreを根城に世界の演劇界に新風を
　＋吹き込んだThe　Irish　National　Theatre　S㏄iety〔1902年設立〕がまだThe　Irish
　　Literary　Theatreと呼ばれていた頃から劇団の雑用をひき受け，宣伝係として献身
　　的な活躍をした。1905年，イェイツやムアの伝記で有名なJoseph　Maunsell　Hone
　　（1882－1959），Stephen　Lucius　Gwynn（1864－1950）〔翌6年に下院議員に選出され
　　たのを機に重役を辞した〕とともにMaロnsel　and　Company〔のち21年Maunsel・and
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　　Robertsと改称〕を設立，t専務取締となった。この出版社はアベイ劇場の直属とし
　　てシング〔注（12）参照〕の全集をはじめ，イェイッやLady　lsabella　Augusta　Gregory
　　（1852－1932）の作品を出版した。ジョイスのDublinersの一件では，一時は出版契
　　約までしておきながら内容の点で折りあいがつかず，解版してしまい，ジョイスと
　　仲違いをしてしまった。25年にマンセル社が倒産してからはロンドンに隠棲，回顧
　　録の執筆をしていた。
（29）　　Op．　cit．，　pp．254－5．
（30）　　Op．　cit。，　pp．53－5，　pp．74－5　＆　pp．216－7．
（31）DD　p．70＆SS　p．208．なお，　Uのマリガンは劇場のことを“playbox”といっ
　　ている〔Op．　cit．，pp．203／213／276／215〕。
（32）注（7）のH．F．ノーマンのこと。彼は若くしてある鉄道兼船会社のダブリン支社
　　に勤め，1893年頃からエイ・イーと親しくなる。翌94年神智教会（The　Theosophical
　　Society）ダブリン支部員。1904年10月，　Colonel　Henry　Stee101cott（1832－1907）
　　を会長とする神智教会第2次ダブリン支部の事務長となる。9年3月，エイ・イーら
　　とともに脱退。1899年頃から1905年8月まで，エイ・イーの前任者として『アィア
　　リッシュ・ホウムステッド』誌〔注（7）参照〕の主筆を勤め，かたわら音楽評論を随
　　時新聞に書く。主筆を辞してのちはアイルランド農業協同組合本部〔同上〕のために
　　働き，のち同本部事務長（1621－9），以後ロンドンのホラス・ブランケット〔同上〕
　　財団のダブリン市顧問として尽力した。なおトムの記述によると，ノーマンは，当
　　時並行して開かれていた神智教会第2次ダブリン支部と秘教学会との事務長をかね
　　ていたことになる。
（33）注（28）のロバーツのこと。なお，彼がどんな会社の代理人をしていたか，はっきり
　　したことはわかっていない。ただそれがベルファーストの会社であることはPadraic
　　Colum（1881－）の記述によって知られ〔OFJJ　p．88〕，またどうやらそれが婦人
　　用下着の製造会社で，ロバーツはその会社のダブリンにおける代理人兼外交員をし
　　て生計を立てていたことも事実のようである〔この点については，上記のエルマンの
　　ほかに，彼が依拠したゴウガディ，スタニスロース・ジョイスをはじめ，CWJJ　p．
　　244，n．6でも肯定されている〕。
（34）ITTY　p．74＆WD　p．216．．
（35）MBS　p．53，　ITTY　p．74，　WD　p．216＆pJS　p．28．
（36）upp，28／31／37／31＆201／211／275／214で言及されている。ライアンについては詳し
　　いことは知られていない。彼は非宗教主義の合理主義者，社会主義者で，Sinn　Fein
　　運動の指導者として有名なArthur　GriMth（1872－1922）と親しく，彼の後援のもと
　　に設立されたWilliam　Rooney（1873－1901）の民族主義的な文化団体The　Celtic
　　Literary　Societyのメンバーであった〔1900年に改組改称してCumann　na　nGaedhea1
　　（＝S㏄iety　of　the　Irishrnen）となってのちもひき続きメンバーとして参加〕。アイ
　　ルランド国民劇協会〔注（28）参照〕の設立に参画，事務長となる。のちエジプトのカ
　　イロにわたり，イギリスの急進的な反植民地主義者で詩人のWilfrid　Scawen　Blunt
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　　（1840－1922）のもとで，民族主義的な英字新聞EgyPtを編集，同地で没した。彼
　　はSinn　Feinの前身である週刊誌The　United　Trishman〔グリフィスの編集によっ
　　て，1899年3月から1906年4月まで発行〕にときどき論説を発表。政治的な謁刺
　　劇The　Laying　of　the　Foundations〔1902年初演〕はすこぶる好評であった。
（37）Upp．181／190／247／193で言及されている。副題には“A　Magazine　of　Independent
　　Thought”とあった。なおジョイスはこの雑誌に『肖像』の初稿である自伝的短編
　　APortrait　of　the　Artist（1904）をもち込んだが断わられた。彼はこれを自分の文
　　学に対する挑戦と考えた。
（38）　GJJ　p．116．
（39）　pseudonym　of　James　Sullivan　Starkey〔Cf．　U　pp．181／190／241／192〕。ダブリン生ま
　　れのアイルランドの詩人。Uの第9揺話の図書館長リスタ　〔注（1）参照〕とおなじ
　　く，メソジスト教派のWesley　Collegeで小中等教育を受けた。おそらくトリニティ
　　大学出身。1902年アイルランド国民劇協会〔注（28）参照〕の設立に参画，その中心
　　的なメンバー一になる。1905年9月，劇協会が改組され，イェイツ〔注（1）参照〕，レ
　　イディ・グレゴリ〔注（28）参照〕，シング〔注（12）参照〕を重役に有限責任会社とし
　　て発足するや，それを不満として，コラム〔注（33）参照〕やロバーツ〔注（28）参照〕
　　をはじめとする多数の協会員とともに脱退〔エイ・イーは改組前にすでに脱退〕，
　　Edward　Martyn（1859－1923）を座長とするThe　Theatre　of　Irelandを設立。1904年
　　10月，エイ・イーらの神智教会第2次ダブリン支部のメンバーになる。Whaley＆Co．
　　〔注（42）参照〕が立ちぎえになってのち，今度はJames　Connolly（or　Seumas　O’Connolly，
　　d．c．1920－30）と共同編集でTower　Press　Bookletsを企画，その第1冊としてエイ
　　・イーのSome　Irish　Essays（1906）を出版した。23年8月には，のちにアイルラン
　　ドの文学界に大きな影響を与えた月刊誌Dublin　Maga2ineを発刊，26年からは季
　　刊誌として彼の死の年まで続刊した。また長年にわたりアイルランド・ペン・クラ
　　ブの会長をつとめた。
　　　彼の詩業ほあまり知られていないが，ケルト的な憂愁の詩人として愛好され，そ
　　のデビュー当時はコラムとともにイェイツの後継者として嘱望されていた。彼はま
，　た蔵書家としても知られ，おなじく蔵書家のグリフィス〔注（36）参照〕とは親しく，
　　彼とともに，ジョイスが去ってのちのマーテロウ塔〔注（27）参照〕に一時居をかま
　　えたことがあった。多数の詩集のほかに随筆数点がある。
〈40）Dawson　Chambersの秘教学会の名がT4にはじめて現われるところをみると，
　　このオウサリヴァンの説は正しいようである。なお，その後もT6までは記載され
　　ているから，1905年まではおな・じところで開かれていたことは確かである。T10で
　，はすでに消失している〔もっとも7～9年版が欠けているので，何年版で消失した
　　か，的確な解答を与えることはできない〕。
く41）　これはオウサリヴァンの記憶違い。エイ・イーがここに住んでいたのは1898年11
　　月2日～1900年4月22日までで，翌日に25Coulson　Avenue，　Rathgarへ移転，さら
　　に1906年のはじめには17　Rathgar　Avenue，　Rathgarへ転居した〔LAE　pP・xxxii－iii
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　　＆PWR　pp．29－31〕。したがって1903年当時は25　Coulson　Avenue，　Rathgarに住ん
　　でいたことになる。
（42）　エイ・イーの処女詩集Homeward：Songs　by　the　Way　（1894）には“Dublin：
　　Whaley：46　Dawson　Chambers”と出版社名とその所在が明記されていた（LAE　p．
　　10，PWRp．48＆RB　p．22）。このウェイリというのは，実はエグリントンのハ
　　イスクール時代からの親友で，のちにエイ・イーとも親しくなり，またしばしば彼
　　の助言者になったウィークス〔注（1）参照〕の経営する出版社。当時事務所をいま
　　問題になっている部屋に置いていた。もっとも出版社といっても，ほかにエグリン
　　トンのTwo　Essays　on　the　Remnant（1894）とジョンストン〔同上〕の翻訳From
　　the　UPanishads（1896）を出版しただけで倒産。96年のはじめには廃業してしまっ
　　た。なおウェイリという出版社名は，ウィークスが奇行の持ち主として有名な‘Buck’
　　〔Thomas〕Whaley　or　Whalley（1766－1800）となんらかの関係にあったことによる。
（43）1905年にダブリンのWhaley＆Co．から出版されたエイ・イーのThe　Masle　o1
　　APollo，　and　Other　Storiesのこと〔PWR　p．59〕。この出版社はもと印刷業者のロバ
　　ーッ〔注（28）参照〕がオウサリヴァン〔注（38）参照〕と共同で始めたもので，社名は
　　ウィークスの出版社〔注（42）参照〕にあやかってつけられた。マンセル社〔注（28）参
t照〕はその後身ということになる。
（44）1904年3月のTlze　All－lreland　Review〔Standish　Hayes　O’Grady（1832－1915）の
　　やっていた週刊誌で，1900年1月一・　6年12月まで発行〕の編集者への書簡で，1902年
　　のThe　Public　Libraries〔Ireland〕Actにもとついて農村文庫普及会が設立された
　　ことを告げ，その連絡場所として26Dawson　Chambersを挙げている〔LAE　p。51〕。
（45）　ITTY　P．74＆WD　p．216．
（46）　RBp．31．
（47）’Upp．　192／201－2／262／204で言及されている。コーク市生まれのアイルラン・ドの文
　　学者。トリニティ大学出身。24才で母校の英文学教授になり（1867－1913），以後40年
　　間トリニティの看板教授として世界的な名声を博した。彼の業蹟はきわめて多方面
　　にわたるが，もっとも有名なのはシェイクスピア学者としてである。英語によるシ
　　ェイクスピアの始めての系統的な研究ShalesPere：ACritical　Study　of　His　Mind
　　and　Art（1875）を公にして以来，入門書をはじめHamletやSonnetsの編集，注
　　釈を刊行した。彼はまたシェリ，ゲーテ，ホイットマンの研究家としても有名で，「
　　とくにホイットマンに関しては早くからその崇拝者になり，親交を結んだ。
　　　ダゥデンはIrish　Unionist　AIIiance（アイルランド英愛連合支持者同盟）の会長
　　をつとめたほどで，その文学観も国際的であった。彼の周囲には早くからトリニテ
　　ィの出身者を中心とする文学愛好者たちが集まり，彼自身も政治的な立場を離れ広
　　く門戸を開放してこれらの青年たちを受け容れた。だが，こと文学に関しては頑固
　　なまでに自説を固執し，アイルランド文芸復興運動に対してもその地方的な偏向を
　　理由に終始反対を表明して，結局は時流にとり残されることになった。イェイツは
　　父親がダウデンと同窓で，また親しい友人であった関係から，よく彼の自宅に出入
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　　りして文学上の助言をあおいだりしていたが，のち次第に遠ざかっていった。
（48）　1880年代にダウデンの日曜会がなかなか盛大であったことはスティーヴシ・グウ
　　ィン〔注（28）参照〕によって認められている〔ELM　p．　63〕。上述の文学青年たちが集
　　ったのも主としてこの日曜会であった。もちろんイェイツもこの会には好んで出席
　　した。実はイェイツがシネットの著書のことを知ったのがこの日曜会であったかど
　　うかは不明なのであるが，ボイドの説明では，その著書が話題にされ議論されるの
　　を聞いたとあるから，それが日曜会の席上であったと考えてまず間違いはあるまい。
　　また当時ダウデンの家は10Ash丘eld　Terrace，　Harold’s　Crossのイェイツの住居
　　〔18840r　85年に移転〕からはあまり遠くないRathgarにあったらしい〔Y　p．45
　　＆YMP　p．24〕〔Temple　Roadのグウィンの家からは三，四軒しか離れていなかっ
　　たという〕が，これがUで言及される“Highfield　house〔，Highfield　road，　Rathgar〕”
　　〔Op．　cit．，　pp．192／201／262／204〕を意味するのかどうか，はっきりしたことはわから
　　ない〔T99によると，ダウデンの住所は“Buoha　vista，　Killiney”となっており，
　　一時転宅したことも考えられる。なお上記の住所はTOに現われる。オウコナによ
　　ると，いつの頃か明確ではないが，Temple　Roadに住んでいたこともあったようで
　　ある（TIS　p．20）〕。　　　　　　　　　．
（49）　ILR　pP．213－4，　YMP　p．31，　YMM　p，63＆Yp．47．
（50）Aによると，イェイツはこの本をジョンストンに貸そうとしたが，受験勉強に熱
　　中していた彼はこの申出に応じなかったという。だがあとになって国立図書館でこ
　　の本を借り出し，一読にして彼の将来の方向が決定されてしまった〔Op．　cit．，　pp．90
　　－1）。
（51）『ILP　pp．21－2＆43．エグリントンの兄の名前はLAEによっている（Op．　cit．，　p．
　　259）。
（52）　この人数についてはYMP　p．31を参照のこと。だがそれが具体的にだれを指す
　　のか，明確には述べられていない。たとえばエルマンは，イェイツ，エイ・イー，
　　ジョンストン，ライト，ウィークスの5人を挙げ（YMM　p．42），またボイドは，ハ
　　イスクール時代のイェイツを中心とするグループのメンバーとして，ウィークス，
一　エグリントン，ジョンストン，それにエイ・イーの名を挙げている　〔CDI　p．48〕。
　　．この両者に共通なのはイェイツをはじめ4名であるが，ライトはPWRによって，
　　ジョンストンやウィ、“クスとおなじ年齢であることが明白だから〔Op．　cit．，　p．243〕，
　　グループの中に入れてまず間違いはあるまい。つぎにエグリントン兄弟であるが，
　　兄のハミルトン・マルカ’ムはのちの神智教会ダブリン支部のメンバAとして挙げら
　　一れている“H．M．　Magee”（LAE　p．　xxxii＆PWR　p・28）のことと思われるし，年
　　齢のうえからも，また上述のシネットの著書に対する関心の程度からもジョンスト
　　ンらと共通しているど思われるので，とうぜんこのグループに加わっていたと考え
　　るべきであろう。そして弟のエグリントンの場合も，年齢的には1才下であるが，
　　イェイツとの闘係やシネッ・トに対する関心から，’またブルジョアの記述〔彼は秘教
　　学会はエグリントンを中心とずるグルr’一’プだと述べている〕〔SIT　pL　134〕から，こ
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　　のグループの当初からのメンバーであったと考えてもよいであろう。ただウィーク
　　スについては，デンスンが彼とエイ・イーとの関係を1890年ないしは91年に始まる
　　としているので，いち抹の疑念が残らざるをえない〔LAE　p．』274〕。
（53）　この名称の起りであるHermetism（ヘルメス秘教）というのは，42巻から成るい
　　わゆる『ヘルメス文書』（CorPecs　Hlermeticum）の著者と伝えられているヘルメス．
　　トリスメギストゥス（Hermes　Trismegistus＝Hermes　the　Thrice・Greater）にちなん
　　で名づけられたものである。実はこのヘルメス・トリスメギストゥスというのは，
　　エジプトの文字や数学の発明者で，学問，知恵，究術の神であり，また宇宙の創造
　　者にして命令者であるトート（Thoth　or　Thot）のことで，それがのちにギリシアの
　　神ヘルメスと同一視され，新プラトン学者たちによってかくは呼ばれるに至った。
　　　『ヘルメス文書』の成立年代については，紀元1世紀の中頃から3世紀の終り頃
　　までの間とするのが普通のようで，またその内容は，神学的著作や神智学的著作の
　　みならず、t世俗的な，あるいは秘教的な学問，すなわち医学，占星学，錬金術，究
　　術といった諸学混濡の有様を呈している。　　　　　　　　・・
　　　要するにヘルメス秘教は，プラトン哲学，ストア哲学，新ピタゴラス哲学，それ
　　に東洋の宗教的な諸要素からなる折衷混酒の思想であって，このことは，「それがエ
　　ジプトの伝統を，まずカルデアの占星学と，ついでギリシアの哲学と融和せしめよ
　　うとする永年にわたる努力の結果であって，しかもこのギリシアの哲学と並行して
　　変容していった」（ROPR　p．238，　n．50）ことを示している。　　d
　　　このように，ヘルメス秘教は思想的には大した意義をもっていなかったので，長
　　い間忘れられた形であった。ところが中世も末期の12世紀に入り，それを継承し完
　　成させたアラビアの錬金術が紹介されはじめた頃から次第に脚光を浴びるようにな
　　り，またやがてルネッサンスの自然に対する異常な関心の波にのって，他のヘルメ
　　スの秘学，つまり占星学や究術とともにはなぱなしく思想界に登場するに至った。
　　　ではヘルメス秘教の根本思想はなにかというと，天と地，大宇宙と小宇宙との相
’　関，照応という考えである。すなわち，存在そのものの統一と調和，および上昇下
　　降の諸段階にしたがった万有の渾然一体たる和合という思想なのである。
（54）オウルダムはユニヴァシティ・カレッジの商業学の教授（1909－17）をへて，1917
　　年からはアイルランド国民経済を講じた。彼は1885年の末にContemporary　Clubと
　　いう討論グループを組織したが，イェイツはそこで講演の練習をはじあた。またイ．
　　エイツが同年に，アイルランドの女流詩人で小説家のKatharine　Tynan（Mrs　Hinkson）
　　（1861－1931）を識ったのはこのオウルダムの紹介による。　　‘
（55）1885年3月の第2号にThe　Song　of　the　Fairiesと　Voicesが発表された。後者
　　はのち改訂され，現在のThe　Cloak，　the　Boat　and　the　Shoesになった。このほか
　　にも3－・　6号（4～7月）にかけて，最初の韻文詩The　Island　Of　Statuesが，ま
　　たロウルストンの代になってからも，韻文劇Mosadaが最終号に掲載された。なお
　　ロウルストンが編集者になったのは，上述のように1885年8月からで，ジョンスト
　　ンの論文が発表された7月号はもちろんオウルダムの編集になる〔LYp．35，n．1〕。
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　　したがってロウル1トンがそれを編集，掲載したというボイドの説〔ILR　p・214〕
　　は明らかに間違いである。またこの雑誌が1884年の終り頃に発刊されたというホウ
　　ンの説〔Yp．44〕も誤りである。ちなみにオウサリヴァンのRBには，いまでは
　　稀観本となっているこの雑誌を号を追って紹介した一文がある〔Op・Cit・，　PP・81－92
　　－Some　Predecessors　of‘‘T．　C．　D．”〕。
（56）精確には1885年6月24日。ポジスンの報告書はEdmund　Gurney（1847－88）〔イ
　　ギリスの哲学者，心理学者。心霊研究会の創立者のひとり〕，マイヤズ〔注（11）参照。
　　イギリスの詩人，エッセイスト。・心霊研究会の創立者のひとり〕，Frank　Podmore
　　（1855－1910）〔イギリスの心霊研究家，フェイビアン協会創立者のひとり〕，Henry
　　Sidgwick（1838－1900）〔ケンブリッジ大学道徳哲学教授，当時の会長〕，それにJ．
　　H．Stockの5名から成る委員会に提出され，この日正式に承認が表明された〔BMW
　　P．54〕。
（57）　これはエルマンに依拠している　〔YMM　p．64〕。ホウンはジョンストンが1886年
　　にブラヴァツキ女史に会いに行ったといい〔Yp．47〕，ボイドはただシネットに面
　　会にいったとだけ書いている〔ILR　p．214〕。おそらく1885年だけでなく，翌年にも
　　イギリスに渡ったものと思われる。
（58）後者はCollected　Poems（1950）に収録されているが，前者はThe　Wanderings
　　of　Oisin　and　Other　Poems（1889）にしか見出されない。
（59）オウコナはダブリン支部がエイ・イーを中心として設立され，むしろこれら神智
　　教徒との交友を通じてジョンストン〔TISにはJohnsOnとある！〕が加盟するよう
　　になったといっている〔TIS　pp．41－2〕。だがこの説は信じ難い。
（60）　あとで触れる神智教会の内紛の際に，ダブリン支部はジャッジ〔注（69）参照〕を
　　擁護して声明文を発表した。それには重立った支部会員が署名したと思われるが，
　　中にエグリントンとウィークスの名前は見当らない〔PWR　pp．50－1〕。これらふたり
　　とエイ・イーとの関係がきわめて密接であったことを考えると，もし彼らが会員で
　　　　　　　の　　あるならばとうぜん署名したと思われるので，あるいは神智教会には加盟しなかっ
　　たのかも知れない。もっともダブリン支部が設立された1886年4月と声明文の1894
　　．年10月との間にはかなりな年月’の隔りがあり，この点も考慮に入れなければなのな
　　いが。なお，エグリントンの兄については注（51）を参照のこと。
（61）T99の記載の仕方や，ムアやホウンの報告〔Spp．8－9＆LM　pp．　227－8〕，さら
　　には‘‘the　little　block　of　houses　known　as　Smith’s　Buildings‘‘〔SAT　p．33〕という
　　記述から判断すると，Upper　Ely　Place．の全体がSmith’s・Buildingsで占められてい
　　ることになる。これは独立家屋の集合体というよりも，Eglinton　House〔注（1）参照〕
　　とおなじように，画一的なひと続きの建物を指すようである。ムアは1901年4月に
　　エイ・イーの世話で隣りの4号に居をかまえた。なお3号の一階の部屋には1892年
　　製作の霊魂の巡礼を画いたエイ・イ副の壁画があり，そのひとつにはエイ・イーと
　　イェイツのイニシアルが書きこまれている〔PWR　，p．219〕。
（62）本来の神智教会ダブリン支部はEly　Placeとは別のAdelaide　Road〔TISには
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　　Aedelaideとあるが，これは間違い〕にあったらしい。週に三日定期的な会合が行
　　なわれていた〔TIS　p．42〕。
（63）Ap．236．
（64）T3までは確認できるが，　T4以後の消息は不明。
（65）Op．　cit．，　pp．174／183／237／185．彼はスコットランド南西部のAyr郡の生まれ。
　　1890年ダブリンに転居，神智教会ダブリン支部に加入，かたわら市内で紅茶，葡萄
　　酒商をいとなむ。93年結婚と同時に市近郊の妻の実家に移転。97年秋アメリカに渡
　　り，The　Point　Loma　Theosophists〔ポイント・ロウマはカリフォルニア州南端，サ
　　ン・ディエイゴウに近い半島，およびそこにある町〕の主宰者Katherine　Augusta
　　Westcott　Tingley（1847－1929）の秘書になったが間もなく解雇。99年ロンドンに帰
　　り，イギリス・ウェスティングハウス電気会社宣伝部勤務。のち1911年，イギリス
　　電気産業家連盟初代理事長〔連盟にはウィークスも勤務するようになった〕。24年，
　　世界動力会議を開催，以後毎年世界49国の技術者や科学者が集った。彼には神智教
　　関係の著書が数点あるほか，おなじ関係の雑誌の編集にもたびたびたずさわった。
　　そして20年代にRudolf　Steiner（1861－1925）の人智教団（Der　Anthroposophische
　「Bund）〔1912年結成〕のメンバーになり，のち同教団イギリス支部事務総長になっ
　　た（1927－35）。
（66）注（52）参照。なおマギーはエイ・イーとおなじ部屋に住んでいたが，1894年に去
　　り，かわりにA。W．　Dwyerが住むようになった〔LAE　p．　xxxii＆PWR　p．28〕。
　　例の声明書〔注（60）参照〕にはドワイヤは署名しているが，マギーの名は見当らな
　　い。神智教会を脱退したことも考えられる。　　　　’
（67）　これはロフタスの記述によっている〔NMAP　p．98〕。ボイドは1897年に，分裂後．
　　大部分のメンバーが新たに“Universal　Brotherhood　”を結成したといっている
　　〔ILR　p・214〕が，　Tg9およびTOに“Theosophical　Society，　Dublin　lodge　”とあった
　　ものが，T3以降は“Universal　Brotherhood　Organization，　Theosophica正Society，
　　Europe，、etc．”となっているところから考えると，住所録の上からもボイド説には
　分がないことになる。このことはエイ・イーの書簡からも裏づけられている　〔注
　　（74）参照〕。なお，シングは1897年10月に，エイ・イーにつれられて神智教会ダブリ
　　ン支部の会合に顔を出したことがある。彼がこのような会合に出席したのはあとに
　　も先にもこのときだけであったらしい〔JMS　p．69〕。傍証という意味でつけ加えて．
　　おく。
（68）　ボイドの言によれば，1886年に神智教会ダブリン支部が結成されたことによっ
　　て，秘教学会はその存在理由を失い，解散してしまったという〔ILR　p．214〕。
（69）　エイ・イーは1894年にロンドンで開催された神智教会の総会で会って以来，ジャ
　　ッジに対しては英雄崇拝に類するような気持を抱き，本文で述べる偽造事件ののち
　　も終始彼を支持し続けた。，例えば1894年9月6日づけのCaroline　Clements　Rea
　　（1865－1954）宛ての手紙では，i‘ta　man　whom　1　considet　the　wisest　and　sweetest　of
　　any　I　have　ever　met　W．　Q．　Judge”〔LAE’　p．’　14〕といっているし，またジャッジ
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の死後25年もたった1922年10月にも“　that　great　and　wise　man，　William　Q．　Judge”
〔Ibid．，　p．157〕と書いている。
　Uのスティーヴンは自分のシェイクスピア論に対するエイ・イーの嘲笑に関連し
て，彼らの教団のことを連想する。
　Dunlop〔i．e．　D．　N．　Dunlop〕，　Judge，　the　noblest　Roman　of　them　all，　A．　E，
Arva1，　the　Name　Ineffable，　in　heaven　hight，　K．　H．〔i．　e．　Koot　Hoomi〕，　their　master，
whose　identity　is　no　secret　to　adepts．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔upP．174／183／2371185〕
（ダンロップ，「徒党中においてもっとも高潔なローマ人」ジャッジ，耕地祭司祭
A．E．，天上いと高き所にいます，神聖犯しがたき名なる彼等の教祖K．　H．，その正
体は奥義をきわめた教徒なら知っている。）
　　ここの“the　noblest　Roman　of　them　all”というJulius　Caesar，　V，　v，68からの
　　句は，もちろんエイ・イーの英雄崇拝を知っての椰楡。もっとも，エイ・イーの私
　　信の文句については知りうべくもないが，おそらくジョイスは，エイ・イーがジャ
　　ッジのことでおなじようなことを書いていたのをどこかで読んだのであろう。なお
　　イェイツはジャッジに対してはエイ・イーとまったく反対の評価を下し，彼の眼識
　　力の欠除を嘆いている〔LY　pp．236，345〕。
（70）．これはもちろん支部内の指導的な立場にあるエイ・イーの意向のあらわれ。
（71）Ap．240．
（72）　NMAP　p．98．
（73）　LY　pP．291＆292．
（74）．LAE　p．　29－1898年4月10日づけのイェイツ宛ての書簡。デンスンはエイ・イー
1’・【ｪ神智教会を脱退した時期を3月だと記している　〔LAE　p．　xxxii＆PWR　p．2g〕
1　が，こういう手紙がある以上は4月10日以後としなければなるまい。
（75）LAE　p．　xxxii＆PwR　p．29．脱退の直接の動機は，すでに触れたダンロップの解
　　雇〔注（65）参照〕にあるのかも知れない。なお注（95）参照。
，（76）1895年1月彼女はロンドンからダブリンに来り，Ely　Placeで，またのちEustace
　　Placeへ移ってからもエイ・イーらと生活をともにしていたと考えられている〔LAE
　　pp．．xxxii，ユ6，　n．1＆PWR　p．28〕。彼ら共同生活者の間では，恋愛と精神生活とは
　　両立し難いという意味で，恋愛はご法度だという暗黙の了解があった〔A．p．244〕
　　にもかかわらず，・以前から彼女とエイ・イーとは相思相愛の仲であったようだ〔LY
　　p．300〕。もちろんふたりとも心の片隅に秘めてはいたのだろうが，エイ・イーのよ
　　うに指導的な立場にある場合には，そのような敏感な心の動きというものは隠しお
　　おせるものではなく，おそらくこのこともエイ・イーの指導性を疑わせ，ひいては
　　神智教会を分裂に導いたひとつの誘因であろう。
（77）　LAE　p．29．
艇78）　LY　p．307－‘‘He〔i．　e．　Russell〕also　sees　the　gods　as　of　old　and　preaches　of
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　　them　to　a　group　of　young　Persons・1’〔1898年12月25日に妹のSusan　Mary（Lily）
　　Yeatsに宛てた書簡〕。　　　　　　　　　　　　　・’　　　　　　．
（79）　ILR　p．214．　・　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　「
（80）注（40）参照。なおジョイスの学生時代からの友人Constantine　P．　Curran（1883－）
　　は‘‘＿the　Hermetic　S㏄iety，　which，　grouped　about　A．　E，，　existed　for　some　time
　　in　Dublin　as　a　theosophic　centre　until，　wearied　of　schisms　and　charlatans，　it　settled
　　down　as　a　discussion　group　attentive　to　A．　E．”〔JJR．　p．32〕といっているが，も
　　し彼が秘教学会と神智教会とを混同しているのでなければ，秘教学会がDawson
　　Chambersをひき払い，あとから触れるRathgar　Avenueのエイ・イーの自宅で開
　　かれるようになったひとつの理由を指摘していることになる。　　・
（81）
（82）
（83）
（84）
（85）
（86）
（87）
LAE　PP．　xxxviii－x1＆PWR　pP．40－2．
LAE　p．　xxxiii＆PWR　p．30．なお注（95）の引用参照。
RBp．95．
LAEp．42，　LII　p．11＆BKp．176．　　　　　　　　　・
JJ　PP・102－3，　ED　p・36，　HAT　p．202，　WD　p．1’66，　JJR　p．33＆BKP．176．
Op．　cit．，　pp．131／139／178／140＆　174／183／237／185．　　　　　　　　　　　　　　・．
その成果がIPPで，そこにはエイ・イーから直接聞いた話が記録されている〔Op．
　　cit・・PP・121－2・WD　p・165・JJMIII　pP・156－7＆DAYT　p．83〕。なおUの訪問者が
　　ウェイガント教授であることをはじめて指摘したのはケインであった〔JJMIII　p．　’
　　156＆DAYT　p．82〕。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
（88）　初期のアベイ劇場の花形女優であったMary　or　Marie　Walker（d．1958）　’　（Marie
　　Nic　Shiubhlaighはそのアイルランド名兼芸名〕もCoulson　Avenueの夜会に言及
　　して，“Of　these　functions，　A・E．’s　Sunday　evening　re・unions　were　perhaps　the
　　most　popular．　He　had　a　little　cottage・style　house　at　Coulson　Avenue，　Rathgar，
　　to　which　he　invited　all　the　literary　and　artistic　workers，　known　and　unknown　of
　　the　day．”〔SY　p．28〕といっているが，彼女とエイ・イーとの交渉は，後者の
　　DeirdreがWilliam　George　Fay（1872－1947）のIrish　National　Dramatic　Company
　　によって初演された1902年4月2日より以前の下稽古の段階に始まる〔Ibid．，　p．14〕。
　　しかもその劇の第3幕がr全ア．イルランド評論』誌〔注（44）参照〕に発表され完結
　　したのはその年の2月15日号であった〔PWR　p．56〕。したがって，メアリ・ウォ』
　　カが報告している』CoUlson　Avenueの夜会はジョイスに宛てたエイ・イーの書簡の
　　日付けよりは少しさかのぼれるかも知れないが，いずれにしても1902年3月以後の
　　ことでなければならない。
（89）
（89）
（90）
（91）
（92）
LDp．170．
LD　pP．170－1，　MIW　p．14，　LT　p．22＆pJS　p．28．
IPP　pp．120－3．
LD　pP．170－1＆DAYJ　PP．71－2．
OAII　pp．175－7．
一116一
（93）PWR　p．251．
（94）LAE　p．　xxxiii＆PWR　p．30．なおトムにはT6からT10まで記載されている。
（95）　LAE　p．157－“But　I　retain　membership　of　a　little　mystical　group　here　which
　　works　on　the　lines　of　theδ1d　T．　S．　before　it　became　the　home　of　psychism　and
　　dogma．”　なお文面の心霊術や独断論が横行する前の神智教会というのは，ジャッ
　　ジが生きていたころの，あるいはエイ・1イーが中心になって活躍していたころの神
　　智教会をさすのであろう。もしそうだとするならば，これも1898年にエイ・イーが
　　神智教会を脱退したひとつの理由ということになる。
（96）　イェイツもこの点に触れて，エイ・イーは自分以外の人間は理解できず，したが
　　って相手をこきおろすか崇拝するか，そのいずれかにならざるをえないといってい
　　る〔LYp．345〕。
（97）PWR　p．155．
（98）　BK　p．131，　BJJ　PP．11－2＆JJR　p．32．
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